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子どもの思考力・表現力を高める指導のあり方 

わかる喜び・学ぶ楽しさがあじわえる子をめざして 

～基礎学力定着支援事業の２年間の取り組みを通して～ 

加茂郡七宗町上麻生小学校  寺田 浩子 

 

１主題設定の理由 

（１）本校の研究テーマとの関わりから 

  子どもたちは考えながら表現し，表現しながら考える。つまり，考えることと表現することは密接

なつながりがある。この思考力・表現力を高めるためには，基礎的・基本的な知識及び技能が確実に

身に付いていることが前提となる。思考力・表現力を支える基礎的・基本的な知識及び技能を確実に

身に付けさせる指導を工夫していくことが大切である。 

  本校は，平成２２年度より２年間岐阜県教育委員会指定「基礎学力定着支援事業」に取り組むこと

になった。この事業は，基礎的・基本的な知識及び技能を確実に定着させる具体的な方途を研究・開

発・検証し，児童の学力を向上させることを目的としている。指定事業を受けるにあたり，算数科に

おける「基礎学力」を，「基礎的・基本的な知識及び技能」ととらえた。尚，「基礎的・基本的な知識

及び技能」とは，算数科学習指導要領における「目標及び内容」，「各学年の内容」の中の知識及び技

能に関する項目に基づくものである。基礎学力を，どの子にも定着させることが学力を向上させ，思

考力・表現力の育成を図ることにつながると考えた。 

 

（２）児童の実態から 

  前年度までの実践上の課題をふまえ，担任した４年生児童全員の実態を綿密に把握・分析するため

に，年度当初に３年生までの学習内容の定着状況と算数に対する意識に関する実態調査を行った。 

①学級全体の分析 

ア ３年生までの算数の学習内容の定着状況〔４月〕     

（標準学力検査ＣＲＴテストより）            

【分析】３観点において，全国比(＝学級平均÷全国平均×１００)が

すべて 100 以上の結果となっている。この学年は，低

学年の頃からねばり強く計算練習に取り組む児童が多

く，特に技能の定着率は高い。 

 

イ 意識調査（算数の学習は好きか）〔５月〕 

【分析】全体として，算数の学習に前向きな児童が多い。

｢好き」の理由として｢できると楽しい｣｢交流が楽し

い｣など，｢嫌い｣の理由として｢わからない｣｢面倒｣な

どが挙げられた。｢どちらかといえば嫌い｣という児童

の中には，算数に苦手意識をもち基礎学力の定着に課題がある児童が多い。 

 数学的な考え方 技能 知識・理解

学級平均 

(全国比) 

73.9 

(106) 

88.0 

(111) 

84.6 

(107) 

全国平均 69.4 79.1 79.4 

好き どちらかと
いえば好き 

どちらかと
いえば嫌い 嫌い 

5 人

(25％)

9 人

(45％) 

6 人

(30％) 
0 人(0％)
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②個の分析                         

  全体だけではなく，一人一人について綿密に分析し，４年生の算数の指導に役立てることにした。 

特に，基礎学力の定着に課題がある児童については，より詳しく分析した。「数学的な考え方」，「技

能」，「知識・理解」の３観点において全国平均を上回る児童が多い中，下の表のように大幅に下回っ

ている観点がある児童もいることがわかった。学級平均には表れない個人差をつかむこともできた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【分析】 

基礎学力が十分定着していないことが算数の学習に対する意欲の喪失や苦手意識につながり，悪循

環をひきおこしていると考えられる。 

 

 

 

 

これらの分析から，以下のような指導の工夫を行っていく必要があると考えた。 

 

 

 

 

 

これらを実践していけば，どの子にも基礎学力を定着させ，思考力・表現力の育成を図ることができる

と考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 数学的な 
考え方 技能 知識・理解 算数が 

好きか 

全国平

均 
６９．４ ７９．１ ７９．４ 

 

※A，B，C…各観点の定着状況の３段階評価

 A：十分満足 
 B：おおむね満足  

C：努力を要する 
※（  ）内は，全国比 
※「算数が好きか」については，①(好き)，②

(どちらかといえば好き)，③(どちらかとい

えば嫌い)，④(嫌い)の４段階自己評価 

・基礎学力を定着させるための指導・援助のあり方を工夫する。 

・筋道立てて考え，表現する能力を育てるための手立てを考え，実践する。 

・やり遂げた喜びや，仲間と共に学ぶ楽しさを感じられる授業づくりをする。 
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※プライバシー保護のため 

データは公開しません。 



２ 願う児童の姿 

  実態から，願う児童の姿を次のように考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究仮説       【資料 研究構想図（１－１－１７）】 

  次のことを計画・実践・継続すれば，基礎学力の定着につながり，わかる喜び・学ぶ楽しさがあじ

わえる子が育つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 研究内容 

  研究仮説をふまえ，以下の３つの内容を研究していくことにした。 

   

 

 

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・基礎的・基本的な知識及び技能，学び方を身に付けた子 

・見通しをもち，筋道立てて考える子 

・思いや考えを伝え合い仲間と共に学び合う子 

・やり遂げた喜びがあじわえ，算数が楽しいと感じる子 

・児童全員に対して実態を把握・分析し，それに基づいて個に応じた指導・援助のあり方を工

夫する。 

・系統性をふまえ，本単元・本時に身に付けさせたい基礎学力を明確にした指導計画を作成し，

活用する。 

・基礎学力の定着を図る授業づくりを目指し，学習活動を工夫する。 

（１）研究内容１【児童理解のあり方】 

①単元及び単位時間の学習内容に関わる児童理解 

②評価を生かした児童理解 

（２）研究内容２【指導計画の工夫】 

①系統性をふまえ，定着させたい基礎学力を明らかにした指導計画 

②基礎学力を確実に身に付けさせるための授業型の分類 

（３）研究内容３【学習活動の工夫】 

①主体的に取り組み活用できる算数的活動の工夫 

②基礎学力の定着を図る算数的活動の工夫 

③基礎学力の定着を図る習熟・補充の工夫 
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５ 研究実践 

（１）研究内容１【児童理解のあり方】 

①単元及び単位時間の学習内容に関わる児童理解  平成２２年度 ４年｢わり算の筆算｣の実践より      

ア 単元に入る前の実態把握・分析   

   単元の学習内容に関わる既習事項の定着度について児童理解を図るために，単元に入る前に準備

テストを行った。その結果，９割以上の正答者の比率は下記のようであった。個の実態を分析し，

手立てを考えた。 

 

≪実態把握≫ 

内 容 正答者の比率 

①120や130などの数を10のいくつ分ととらえることができる。 ９５％ 

②除法の文章題の立式ができる。適切な答え方ができる。 ８５％ 

③乗法九九１回適用の除法（あまりなし） １００％ 

④乗法九九１回適用の除法（あまりあり）  ８０％ 

  また，この単元での「学び方に関わる児童理解」の視点を次のように考え，実態把握をした。そし

て，指導案の本時の展開の「教師の指導・援助および評価」の欄に，下記のように明記した。 

 

【学び方に関わる児童理解】 

１ 意識調査  

２ 学習過程  

① 既習事項と結びつけてとらえられる。

② 自分の考えがかける。 

③ 友達と関わって話せる。 

④ 学習したことを使って問題が解ける。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の指導・援助および評価 

・つまずいている児童には，既習事項の掲示物に着目

させ，考えづくりの手がかりとする。（   ） 

・筆算ができた児童には，その証拠としてアかイの考

え方もやってみるように助言する。（   ） 

・筆算の手順がわかり正しく計算できているか把握し

指導する。（   ） 

このうち，
答えを出す
スピードが
速い児童の
比率 
６５％ 

本時，指導・援助が必要だと予想される

児童の番号を（  ）に明記 

学び方などに

関わる実態 

既習事項に

関わる実態 

教 師 の 指

導・援助 
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     ※プライバシー保護のため 

      データは非公開 



≪分析≫ 

  既習事項に関わるプレテストの結果から，正答率は比較的高いといえる。しかし，その中でも乗法

九九１回適用のあまりのある除法では，ミスが目立った。△が付いている児童は，繰り下がりのある

ひき算をする時に間違えが多かった。また，正答率が高い児童の中にも，答えを出すスピードが遅い

子が半数ほどいた。 

この結果から，本単元では，つまずきが重なったり，すばやく計算できなかったりすることで，「わ 

り算の筆算は難しい。」と苦手意識をもつことが予想される。 

 

 

 

単元に入る前に補充しておく内容と，本単元に入ってから１単位時間の中での指導の手立てを明確

にして指導を進めた。 

 

 

【指導案本時の展開より】 

                                                  

 

 

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 実態把握・分析を生かした指導・援助 

≪単元に入る前の手立て≫ 

 ３年生のわり算の３０問プリントの習熟を図った。算数の授業の始め３分間，毎週１回のスキルタイ

ム本読み計算の時間（10 分間），家庭学習として 30 問プリントの宿題をだす。この３つの時間を使って，

３年生に学習したわり算が，正しく早くできるように補充学習をおこなった。 

 

 

 

 

実態把握をもとに，
誰にどのような指
導・援助をするのか
手立てを明記 

プレテストで，あま
りの除法でつまずき
があった児童に，常
に前時までの学習を
使って考えることを
助言する。 
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≪単元に入ってからの手立て≫ 

実態把握により，個人追究において自力解決ができ

なかったり，筆算を間違えてしまったりするというつ

まずきが予想される。そこで，個人追究の場面で，指

導・援助の視点をしっかりもち，机間指導を行うよう

にした。 

  第６時の３桁÷１桁の余りのないわり算の計算の

仕方を身に付ける授業では，個人追究の段階において

予想通りつまずきが見られた。そこで，《手立てａ》にあるように，既習事項の掲示物を示しながら数

玉の図をかいて考えるよう助言し，考えをもたせることができた。 

  また，筆算の手順を確実に定着させるために，教師が筆算の手順を全体でおさえた。 

                                                    

 

 

 

 

                                                    

 

 

 

 

さらに，ペアで筆算の手順を何度も説明させた。ここでは，《手立てｂ》にあるように，「たてる」「か

ける」「ひく」「おろす」という筆算の手順を一つずつ丁寧に説明するよう助言した。そして，友達の

説明を聞いたり何度も繰り返したりすることで，分かりやすく説明できるようになった。 

  特につまずきが予想された児童には，「ここまでの計算はできているよ。」「丁寧に筆算ができている

ね。」などと声がけし，《手立てｆ》にあるように，正しく筆算ができているかを確認することを意識

した。 

                                                    

 

 

 

 

 

                                                    

 

 

 

このように，既習事項の定着度を把握・分析することにより，指導・援助をより的確に行うことが

《本単元での指導・援助の手立て》 

ａ ノートや掲示物を振り返らせる。 

ｂ 多様な考えをもったり分かりやすく説明したり

するよう助言する。 

ｃ 計算の仕組みと筆算の形式をつなげて考えられ

るよう助言する。 

ｄ いろいろな友達と交流できるよう援助する。 

ｅ 用語を使って話すよう助言する。 

ｆ 丁寧に正確に筆算ができているかを確かめ，指導

する。 

教師が筆算の手順を丁寧におさえ，基礎
学力の定着を図る。 
この後のペア交流で，全員が筆算の手順
を説明することができるようにする。 

児童理解をもとに立てた指導・援助の手立
てを意識して，○を付けたり声掛けをした
りする。効率的かつ的確に机間指導をする。
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でき，全員が終末の練習問題を終了させることができた。つまずきが予想されたある児童は，本時の

振り返りで，「自分の力で筆算ができたのでよかった。」と書いており，「わかる喜び」を感じられたこ

とがうかがえた。 

 単元のテストでは，次のような結果が得られた。 

 

 

 

 

この結果から，ほとんどの児童に，数学的な考え方と技能に関して，学習内容を十分に定着させるこ

とができた。できるようになりたいという意欲を強くもち，ねばり強く取り組み，力を付けた児童もい

た。 

しかし，しばらくすると，定着した内容を忘れてしまうことも予想されるので，家庭学習やスキル

タイムにおいてときどき復習させるようにした。 

                                                    

 

 

②評価を生かした児童理解  

ア 児童のノートのチェック      

  本時の学習内容が身に付いているかどうかを評価するために，授業の終わりに児童のノートを集め，

練習問題が正しく解けているかをチェックすることを継続した。これは，評価であり，児童理解でも

ある。 

練習問題に間違いがあった場合は，昼休みや放課後の補充学習（５－(３)－③参照）で理解させるよ

うに努めた。さらに，次時でつまずきを重ねていないか，特に注意を払い指導・援助を行った。 

また，つまずきが予想される児童が練習問題にねばり強く取り組みやり遂げたときには，ノートに

認め励ますコメントを書き，「わかる喜び」を感じられるようにした。 

下は，２学期の『２けたのわり算』の学習におけるある児童のノートである。ノートチェックによ

り，つまずきを見落とさずに事後指導することができた。認め励ましながら根気よく指導することで，

意欲的に取り組み，力を付けてきた。 

 

                                                  

 

 

 

                                                  

 

 

 

 

 数学的な考え方 技能 知識・理解 

平均得点率 ９２ ９６ ８８

Ａ判定の児童数 １９人（９５%） １９人（９５%） １５人（７５%）

教科書問題のページ。小さな成長
でも認め励ますことを心がけた。
児童もコメントを励みにしてい
たようである。 
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イ 自己評価カードの活用      

授業後に，児童の学習への意欲や，自己評価における理解度などを知るために，自己評価カードを

活用することにした。  

  自己評価カードの評価項目は，挙手（意欲），ノート（考え方），交流（仲間と共に学ぶよさ），でき

た・わかった（理解度），感想の５点である。感想は，「わかたこと，がんばったこと，友達のよさ， 

もっとやってみたいこと」という視点を与え，算数の学習に対する意識を顕在化できるようにした。 

このカードから，児童が「わかる喜び」や「学ぶ楽しさ」をあじわっているかを知ることができ，

手立てをうつことができた。「できた・わかった」の項目で△をつけた児童には，昼休みや放課後に行

う勉強会に参加するように声掛けした。また，意欲や理解度が向上した児童には，カードに認め励ま

すコメントを書き，次時への意欲につなげた。 

 

              

 

 

 

 

 

                                                  

 

 

 

 

 

                                                  

（２）研究内容２【指導計画の工夫】 

①系統性をふまえ，定着させたい基礎学力を明らかにした指導計画 

 ア 単元に関わる系統図  

算数・数学には内容の系統性や連続性が明確であるという教科としての特性がある。このような特

性を教師が理解し，１年生から６年生，さらに中学校までの系統性を見通すことが必要である。 

そこで，本単元までに身に付けておくべき学習内容，本単元で身に付けさせたい学習内容，今後身

に付けていく学習内容を明らかにするために，本単元に関わる系統性をふまえ，系統図を作成し，活

用した。    

本単元までに身に付けておくべき学習内容に合わせて準備テストを行うと，定着が不十分である学

習内容が明らかになり，単元に入る前に復習させることができた。また，今後身に付けていく内容を

教師が理解しておくことで，本単元で身に付けさせなければならない内容が，よりはっきりした。 

 

 

 

挙手が苦手な児童のカード。認め励ますことで，次

の時間にも意欲的に挙手をすることができた。 
「わかる喜び」や「学ぶ楽しさ」をあじわって学

習に取り組んでいることがわかる児童のカード。
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【４年生わり算の筆算 系統図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 単元指導計画の作成と活用     

  平成２３年度教科書の改訂に伴い，単元及び単位時間に定着させたい基礎学力を明らかにした年間

単元指導計画を作成した。 

平成２３年度 ２年 単元指導計画の作成と活

用  

単元指導計画には，単位時間に定着させたい基

礎学力として，「技能」と「知識・理解」の評価規 

準を毎時間位置付けた。 

教師は単元指導計画を見て，本時定着させたい

内容を確認し，授業に臨んだ。そして，授業時間 

内に評価規準を満たしているかを確認しながら，

個に応じた指導・援助を行うことができた。また， 

授業時間内に定着させることができなかった児

童を単元指導計画にチェックし，補充学習などの手 

立てをうつことができた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の「技能」「知識・理解」

の評価規準を明記 

本時つまずきが見られた児童

を朱でメモ 
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例題例題 
(ペア・小集団交流) 

②基礎学力を確実に身に付けさせるための授業型の分類               

単元における単位時間ごとのねらいを整理すると，主に数学的な考え方を身に付けさせる時間と，

主に知識・理解及び技能を身に付けさせる時間に分けられる。 

これまでの学習活動を振り返ってみると，重点となる評価規準が異なる場合でも，学習活動はどち

らも同じようなパターンで行っていることが多かった。そのために，主に知識・理解及び技能を身に

付けさせる時間にも，新しい概念や計算の仕方などについて教師からしっかりと教えずに，算数的活

動を行わせて自力解決させ，そこから帰納的に導かせようとすることがあった。また，自力解決を優

先させるがために，個人追究や全体追究に時間を多くかけ，丁寧にまとめをする時間や習熟させる時

間が十分取れないことも多かった。 

主に知識・理解及び技能を身に付けさせたい場合，教師が「教えるべきことは教える」という姿勢

で授業を進める必要がある。それが，基礎学力の確かな定着につながる。そこで，本時身に付けさせ

たい内容によって，学習活動のあり方を見直し，授業の型を分類しようと考えた。 

授業の型の分類，基本的な流れは次のようである。  

 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決型の授業の場合は，個人追究の後にペアやグループで自分の考えを交流し，考えを深める展

開とした。 

習得型の授業の場合は，個人追究の後に全体追究を位置付け，そこで教師が教える時間を設けた。

さらに，例題に取り組ませたり，習熟の時間を多くとったりすることにより，知識及び技能の定着を

図るようにした。 

 

 

問題解決型の授業 習得型の授業  

つ
か
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「問題解決型」…主に数学的な考え方を身に付

けさせるために，児童に考え

させる活動に重きを置いた

授業。 

「習得型」  …主に知識及び技能を身に付け

させるために，教師が教え，

習熟することに重きを置い

た授業。 
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問題提示 

課題把握

問題提示

個人追究
↓ 
↓ 

(小集団交流) 
↓ 
↓ 

全体追究 
↓ 
↓ 

まとめ

習熟問題 
（教科書問題 
発展問題） 

↓ 

個人追究 
↓ 

全体追究 
教師の説明

習熟問題 
（教科書問題 
発展問題） 

↓ 
↓ 

課題把握

まとめ



平成２３年度 ２年『100 より大きい数』の実践より 

 「100 より大きい数」の単元指導計画を立て 

るにあたり，学習指導要領や教科書を熟読し， 

単位時間ごとの身に付けさせたい力は何かを吟 

味した。 

そのうえで，「問題解決型」か「習得型」かを 

分類し，単元指導計画に位置付けた。 

 

 

 

 

 

 

第３時のねらいは，「空位のある３ 

位数の構成を理解し，表したり読んだ 

りすることができる。」である。技能を 

身に付けさせることをねらいとしてい 

ることから，習得型の授業を仕組むこ 

とにした。 

 課題化まで，個人追究，全体追究， 

教師の説明，例題に，それぞれ約５分 

ずつ時間配分をし，テンポよく授業を 

進めた。そうすることにより，終末の 

習熟問題にかける時間を１５分間生み 

出すことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 授業展開の時間配分

を考えテンポよく進め

ることで，習熟の時間

が十分確保できた。 
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（３）研究内容３【学習活動の工夫】 

①基礎学力の定着を図る算数的活動の工夫 

 ア 説明する活動           

自分の考えを表現し，仲間の考えを聞く活動を取り入れることにより，理解をより深め，基礎学力

の定着につながると考えた。 

 平成２２年度 ４年『面積』の実践より 

第５時では，「複合図形が長方形を組み合わせた図形であることに気付き，求積公式を活用して計算

で面積を求めることができる。」ことをねらいとし，自分の考えを説明する活動を取り入れた。説明す

るときに，キーワードとして，「直線をひいて」「長方形の面積を求める公式をつかって」という言葉

を使うように板書に示した。 

  ある児童は，個人追究の段階で，複合 

図形を補助線によって２つの長方形に分 

けるまではできていたが，長方形の求積 

公式を利用することがわからずつまずい 

ていた。そこで，長方形に切り離せるカ 

ードを用いて指導・援助を行ったところ， 

理解することができた。 

ペア交流においてキーワードを使って 

 説明することにより，長方形をつくるこ 

とや，公式を使うことを再認識すること 

ができた。また，仲間の考えを聞き，そ 

の考えを使って例題を解くこともでき， 

仲間と共に「学ぶ楽しさ」を感じること 

ができた。 

                                                  

 

 

 

 

 

                                                  

 

 

この児童は，自己評価カードに「自分 

の力で問題がとけてとってもうれしかっ 

た。」と書いており，「わかる喜び」を 

あじわうことができた 

 

児童のノート①

指導・援助によ

り，２つの長方

形に分けられる

ことがわかり，

Ｇ児は自分の考

をつくることが

できた。 

児童のノート② 

Ｇ児はペア交流に

よってもう一つの

考え方を理解し，

自分のノートに書

き加えた。 
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イ 操作する活動           

「数と計算」領域において，考えをつくったり理解を深めたりするために，特に低学年においては

半具体物を操作する算数的活動を工夫した。 

平成２３年度 ２年「100 より大きい数」の実践より 

  第３時のねらいは，空位のある３位数の構成を理解し，３位数を正しく読んだり表したりすること

ができるようにすることである。 

準備テストにより，位の意味や数 

の構成を理解できていない児童がい 

ることがわかった。第３時では， 

「305」を「3005」と表してしまう 

などのつまずきが予想された。 

 

【実態調査の結果】→ 

 

 

 

 

そこで，考えづくりや理解の深化を援助するものとして，一人一人に位取り板と 100，10，１の数玉

を準備し，位取り板に数玉を置くという操作活動を取り入れた。 

100 玉を百の位に３個，１玉を一の位に５個置くと，十の位に数玉が「ない」ことが視覚的にわかる。

「ない」を数字に置きかえると「０」である。位取り板に置かれた数玉を数字に置きかえ，位取りシ

ートに数字を書きこむと，空位のある３位数を正しく書くことができる。この操作活動を取り入れる

ことにより，つまずきが予想された児童も，正しく「305」を表すことができた。 

終末の教科書問題では，操作活動なしで問題に取り組んだ。すると，個人追究の段階ではつまずか

なかった児童が空位を表す問題でつまずいていた。そこで，再び位取り板に数玉を置く操作活動をさ

せ，理解させることができた。その後，何問か同じパターンの問題に取り組むことにより，正しく解

くことができるようになった。                                     

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

位取り板。黒板に

もこれと同じ配

色の大きい位取

り板を準備した。 
1・10・100 の

数玉

位取りシート
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②基礎学力の定着を図る習熟・補充の工夫 

ア 習熟問題の工夫         

 基礎学力を定着させるために，本校の重点として，『習熟の時間の確保』に取り組んだ。これは，

１時間の学習の中で，問題を解決して「わかる」ようになったこと「できる」ようになったことを

使って問題がとけるようになることで，基礎的な知識・技能が確実に身につくことにつながると考

えたからである。 

そこで，習熟問題を，３種類（Ａ類似問題，Ｂ教科書の✐問題，Ｃプリントなどを使ったチャレ

ンジ問題）とし，どの子もＢ問題までは，やりきることを目指した。さらに，得意な子には力を伸

ばすために，Ｃ：チャレンジ問題にも取り組ませるようにした。 

 

                                                  

 

 

平成２３年度 ２年「100 より大きい数」の実践より 

   全体追究で「305」の表し方と読み方を確認した後に，Ａ問題として「205」と「404」を表したり

読んだりする類似問題を提示した。Ａ問題には，全員が正解することができた。 

   次に，Ｂ問題として，教科書問題に取り組んだ。教師は，机間指導をしながら，できている問題

にはその場で○を付け，つまずきには素早く対応し，指導・援助をした。 

Ｂ問題が終了した児童から，Ｃ問題のプリントの練習に取り組んだ。プリントを 1枚終えるごと 

に，自分で答え合わせをして進んでいくことにした。本時では，Ｃ問題では個人差がみられたもの

の，Ｂ問題までを全員がやりきることができた。 

 下記の『100 より大きい数』の単元テストにおける結果からみても，基礎学力の定着を図ることが

できたといえる。                                          

 

 

 

 

 

 

 

イ 昼休みや放課後の補充学習の場の設定 

  ４年生では，どの子にも確かに基礎学力を定着させるために，昼休みや放課後に「勉強会」と称

する補充学習の時間を設定した。勉強会には，授業内に B 問題をやりきれなかった児童や自己評価

において理解度が△だった児童，希望者が参加した。勉強会では，まずはＢ問題を最後までやりき

らせ，さらに教科書やプリントで復習した。 

  ある児童は，Ｂ問題はできていても，自信がないときには自分から希望して勉強会に参加してい

た。そして，何度も参加するうちに，自分で自分の苦手な部分を分析してピンポイントで質問した

り，問題を選んで練習したりするようになった。 

 数学的な考え方 技能 知識・理解

平均得点率 ９２ ９４ ９６ 

Ａ判定の児童数 
12 人 

（60%） 

17 人

（85%） 

18 人

（90%） 

Ａ問題･･･始めの問題に準じた類似問題 

Ｂ問題･･･教科書の練習問題 

Ｃ問題･･･プリントの練習問題・発展問題 

自分でＣ問題
のプリントの
答え合わせを
する児童の様
子。 
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その姿勢は，家庭での自主学習の仕方にもつながっていった。苦手な部分を集中的に勉強したり 

単元を終えてしばらくしてから忘れたところを復習したり，単元テストの前に学習内容の復習をし

たり，テストで間違えたところをやり直したりと，基礎学力を付けるために工夫して勉強していた。

下は，この児童の３学期の自主学習のノートである。このような勉強の仕方を学級で紹介すると，

真似をする児童も何人か出てきた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 この児童は，こうして一つずつ苦手を克服し，確実に身に付けていくことで，単元の途中でつま

ずくことがあっても，単元テストまでには定着させることができた。そして，その積み重ねにより，

基礎学力を定着させていった。 

 

 

 

６ 成果と課題 

（１）児童の実態の変容からみられる成果と課題 

平成２２年度，４年生の２０名の児童を対象として，年度末にＣＲＴテスト及び意識調査を行い，

年度当初と比較し，成果と課題を分析した。 

 

 ①全体の分析 

ア 標準学力検査ＣＲＴテストの結果 

【分析】３観点において，全国比がすべて上昇した。

基礎学力は定着してきているといえる。基礎学力の 

定着が考え作りをするうえでの土台となり，数学的

な考え方にも伸びがみられたと推測される。 

 

イ 意識調査（算数の学習は好きか） 

【分析】３月には算数が｢好き｣という児童が２倍に 

増えた。｢好き｣の１０人の内９人は，全国比の３ 

観点の平均が１２０以上と非常に高い。基礎学力 

の確実な定着が，算数の学習に対する意欲や自信 

につながったと考えられる。「嫌い」と回答した２名は苦手意識を強くもっていた。ＣＲＴテストの

結果をより深く分析し，苦手な学習内容に関する補充学習を，学年末最後まで何度か実施した。 

 数学的な考え方 技能 知識・理解

４月平均(全国比) 73.9(106) 88.0(111) 84.6(107)

２月平均(全国比) 84.1(131) 89.0(121) 92.1(116)

 好き どちらかと 
いえば好き 

どちらかと 
いえば嫌い 嫌い 

５
月5 人(25%) 9 人(45%) 6 人(30%) 0 人(0%) 
３
月10 人(50%) 5 人(25%) 3 人(15%) 2 人(10%)

児童の自主学習のノート。間違いの
ポイントをまとめ，自分の弱点を克
服しようとしている。 
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②個の分析             

  一人一人の変容を分析した結果から，１年間基礎学力の定着を目指して取り組んできたことが成果

となって表れた児童が多かったことがわかった。しかし，基礎学力がなかなか定着せず，算数の学習

に対して強い苦手意識をもつ児童がいたことも確かである。今後も，「どの子にも確実に基礎学力を定

着させたい。」という強い願いをもち続け，ねばり強く実践を重ねていきたい。 

 

（２）研究内容における成果と課題 

研究仮説に基づいたこれまでの実践をふまえ，成果と課題をまとめた。（○：成果，●：課題） 

 

①研究内容１【児童理解のあり方】について 

○児童全員の実態を綿密に把握・分析したり，単位時間の評価を生かしたりすることにより，個に応

じた指導・援助を工夫することができた。 

 ○準備テストを行って全体の傾向をつかむことにより，定着が不十分な既習事項に関しては，単元に

入る前からスキルタイムや家庭学習で強化することができた。 

 ●児童の観察においては，視点が曖昧なところがある。特に意欲については，観察だけではとらえら

れない部分がある。一つのつまずきが，即意欲の減退につながってしまい，それが次の時間まで影

響してしまうことがあった。より深く児童理解をする必要がある。 

 

 

②研究内容２【指導計画の工夫】について 

○算数の系統性を明らかにした単元に関わる系統図や単元指導計画を作成することにより，身に付け

させたい基礎学力を教師が明確にとらえることができ，指導・援助や評価に活用できた。 

○重点となる評価規準によって「問題解決型」と「習得型」に分類したことにより，確実に基礎学力

を定着させる授業展開を計画できた。 

●「習得型」の授業の場合，教師が「教えるべきことを教える」という姿勢で授業に臨むが，教え込

みにならないよう留意したい。児童に考えさせる内容と教師が教える内容を明らかにし，学習活動

をさらに工夫していく必要がある。 

 

 

③研究内容３【学習活動の工夫】について  

○算数的活動を工夫し，基礎学力の定着を図る授業づくりをすることで，児童は考えや理解を深めた

り学習内容を活用したりすることができた。そして，それが基礎学力の定着につながり，「わかる喜

び」や「学ぶ楽しさ」をあじわわせることができた。  

○習熟の時間にＢ問題までを確実にやりきらせ，授業以外の時間にも練習や補充をする時間を設ける

ことで，基礎学力を定着させることができた。また，苦手を克服し，基礎学力を付けようと自ら努

力する児童もでてきた。 

●習熟の時間には，どの児童にも対応できるように，練習問題の量と質を吟味しておく必要がある。

特に，基礎学力の定着が不十分な児童に対して効果的な学習活動を工夫したい。 
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・基礎学力を身につけ，自ら追究す 

 る力・解決する力を育てる。     

・自分の思いや考えを伝え合い， 

 仲間と共に学び合う力を育てる。 

・小規模校のよさを生かした指導の   

 充実を図る。 

・家庭・地域と連携し，のぞましい学  

 習習慣・生活習慣を身につけた子 

 を育てる。  

・基礎的・基本的な知識及び技能， 

 学び方を身に付けた子。 

・見通しをもち筋道を立てて考える子。 

・思いや考えを伝え合い，仲間と共に 

 学び合う子。 

・やり遂げた喜びがあじわえ，算数が   

 楽しいと感じる子。  

・素直で，学び方がわかれば意欲的 

 に取り組める子が多い。 

・考えが進むような指導・援助をすれ 

 ば，粘り強く考える子が多い。 

・伝え合う楽しさをあじわわせれば， 

 豊かに表現する子が多い。 

・基礎学力の定着の個人差が大きい。 

  

 

◎単元及び単位時間の学習内容  

  に関わる児童理解  

◎評価を生かした児童理解 

◎系統性をふまえ，定着させた  

 い基礎学力を明らかにした指    

 導計画の工夫  

◎基礎学力を確実に身に付けさ  

 せるための授業型の分類 

◎主体的に取り組み活用できる  

 算数的活動の工夫  

◎基礎学力の定着を図る算数的  

 活動の工夫  

◎基礎学力の定着を図る習熟・  

 補充の工夫 

・標準学力検査（ＣＲＴ）の結果に 

基づき，児童の基礎学力を分析し，

指導・援助に生かす。      

・単元及び単位時間の学習内容に関 

わる既習事項の定着状況を，綿密 

に把握・分析し，指導・援助に生 

かす。  

・単元を進める中で，評価を生かし 

て児童の実態を把握・分析し，個 

に応じた指導・援助に役立てる。 

・児童理解をもとに，６年間の系統  

性をふまえ，身に付けさせたい基  

礎学力を明らかにした指導計画を  

作成し，指導・援助に活用する。  

・重点となる評価規準によって，授 

業の型を「問題解決型」と「習得  

型」に分類し，単元指導計画に位  

置付ける。    

・基礎学力の定着を図る授業づくり 

を目指し，児童が主体的に取り組  

める教材・教具や学習環境を整え  

算数的活動を工夫する。  

・児童理解・指導計画をもとに，ね 

らいにせまり，「わかる喜び｣や  

｢学ぶ楽しさ」をあじわえる算数  

的活動を工夫する。  

・学習形態の工夫をする。  

・習熟や補充の時間の工夫をする。  

研研究究のの全全体体構構想想 

学校課題 

学校の教育目標

やさしく かしこく たくましく

研 究 主 題

わかる喜び・ 学ぶ楽しさが 

  あじわえる子をめざして 

～基礎学力定着支援事業の２年間の取り組みを通して～

研  究  仮  説

願う子どもの姿

子どもの実態

次のことを計画・実践・継続すれば，基礎学力の定着につながり， わかる喜び・学ぶ楽しさがあじわえる子が育つ。 

・児童全員に対して実態を把握・分析し，それに基づいて個に応じた指導・援助のあり方を工夫する。 

・系統性をふまえ，単元及び単位時間に身に付けさせたい基礎学力を明確にした指導計画を作成し，活用する。 

・基礎学力の定着を図る授業づくりを目指し，学習活動を工夫する。               

研 究 内 容

児童理解のあり方 指導計画の工夫 学習活動の工夫

算数学習において， 
○『わかる喜び』とは‥・ 取り組んでいる問題がとけた喜び・学習内容がわかった喜び・自分の思いや考えが仲間に話
せる喜び・学習したことを活用して，新しいことができるようになった（あるいは，わかった）喜びなどをいう。          

○『学ぶ楽しさ』とは‥・既習事項をもとに，新しい考え方や技能を生み出す楽しさ・身につけた考え方や技能を活用す
る楽しさ・仲間と関わって学びあえる楽しさ，いろいろな問題に挑戦する楽しさなどをいう。 
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